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発行：芳養公民館 館長：小川  鏡 主事：田中 昂志 

住所：田辺市芳養松原一丁目15-8 

電話：0739-22-1429  FAX：0739-23-1909 

【日  程】３月23日（日） ※荒天中止（リトル駅伝は雨天中止） 

【場  所】田辺市芳養松原一丁目（新芳養漁港） 

【種   目 】 ・中学生以上駅伝 09:15スタート 

       （男子のみ・女子のみ・男女混合もＯＫ） 

      ・小学生男子駅伝 10:00スタート 

      ・小学生女子駅伝 10:40スタート 

      ・リトル駅伝   11:20スタート 

       （年齢：６～８歳 リトル駅伝 900ｍ×４ 他種目 1,400ｍ×４） 

【お  店】キッチンカー 9:00～14:00頃 
 

★参加チーム募集中 各種目30チーム（申込が多数の場合は申込受付順） 

【申込期間】３月14日（金）19時まで 

【参加資格】長距離走に耐える健康な方 

【参 加 費】１チーム4,000円 

【申込窓口】タナベスポーツプラザ（担当：芦谷） 

      ＴＥＬ：0739-25-3188 ＦＡＸ：0739-34-8800 

３月の古紙回収予定日【第１・３火曜日】 

４日（火） ・ １８日（火） 

◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

◎必ず紙ヒモでくくってください。   

※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

 

第３回 芳養松原駅伝が開催されます！ 参加者募集中！ 

 １月29日（水）午後７時から、田辺市体育セン

ターにて、ファミリーバドミントン大会を開催し

ました。  

 ６チーム計20名の皆さんにご参加いただきまし

た。ファミリーバドミントンは老若男女関係なく

楽しめるスポーツで、試合中も皆さんの楽しそう

な笑い声がいっぱいでした。大会の結果は次のと

おりです。  
 

★優 勝：東村山  

 準優勝：ラッキー 

 ３ 位：田中  

ファミリーバドミントン大会が開催されました！ 

 １ 月21日（火）・23日（木）及 び ２ 月19日

（水）・20日（木）に、芳養公民館にてスマホ

講座を開催しました。１月は「スマホ応用編」

と「スマホ応用編２」、２月には「LINE基本

編」と「LINE応用編」を行い、計20名の方に参

加していただきました。 

 参加者からは「とても参考になって良かっ

た。」や「他の色々な機能にも挑戦してみた

い。」など嬉しい感想をたくさんいただきまし

た。 

 今回の講座だけでスマホを使いこなせるようになるのは難しいと思いますが、スマホを怖が

らずに使い続けることで、スマホを楽しめるようになると思います。 

 また、アンケート結果をもとに、今後のスマホ講座をより満足していただけるよう努めます

ので、これからも多くの方の参加をお待ちしています。 

写真 

芳養公民館スマホ講座を開催しました！ 

 芳養公民館だより２月号でもお知らせしましたが、以下の日程

で防災・人権学習会を開催します。防災と人権について皆さんで

一緒に考え、学ぶ機会にしたいと思います。皆さまお誘い合わせ

の上、ぜひご参加ください。  
 

■日 時：令和７年３月８日（土）14:00～15:30  

■場 所：芳養公民館 大集会室  

■内 容：①防災と人権について  

     ②簡易トイレづくり  

■講 師：わかやまウィメンズワッチタワー（３Ｗ） 

     代表 市場 美佐子 氏 

芳養公民館 防災・人権学習会 

  



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

６ ３  「自主・自律・連帯」３月号 

  ～夢と希望を持って～ 
清く 高く のびのびと ３月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

●第76回卒業証書授与式 令和７年３月６日（木） 
 校庭の木々の芽のふくらみにも、春の訪れが感じられる季節となりまし

た。地域・保護者の皆さま方におかれましてはますますご健勝のこととお喜

び申し上げます。 

 さて、３月に入り、中学校では卒業の時を迎えました。義務教育を終えた

８８名は、それぞれの道に進んでいきます。新しい場所で夢と希望を持って

力強く歩んでいってくれることを願います。 
 

●授業・生活アンケートより 
 ２学期に、全校生徒対象に授業や生活習慣に関わるアンケートを実施しま

した。分析した結果をもとに、学校生活の充実、基本的な生活習慣の改善啓

発に努めていきます。結果の一部を紹介します。 

 ◇良い傾向 

 １年生…「悩みを相談できる人がいる」と答えた人が、３学年で一番多 

      かった。 

 ２年生…「係の仕事など協力している」と答えた人が、昨年の32％から 

      58％になった。 

 ３年生… 授業に対して積極的に取り組み、自分の意見を発表していると 

      答えた人が、３学年の中で一番多かった。 

 ◇改善点 

 １年生…「家庭学習をしない」と答えた人が20％、昨年の１年生は９％ 

      だった。 

 ２年生…「将来の夢や希望がある」と答えた人が、少なかった。 

 ３年生…「朝ご飯を毎日食べる」と答えた人が、少なかった。 

全体的には、１日のSNSの利用、YouTube等での動画視聴の時間が、約50％の

人が２時間を超えている。睡眠時間が、約24％の人が６時間未満である。 
 

●花植えボランティア活動 令和７年１月29日（水） 
 NPO花つぼみ会のご協力を頂き、中庭、三角公園、国道沿いに、本年度２

回目の花植え作業を行いました。前回に引き続き、育友会行事として取り組

み保護者にもボランティアを募集しました。保護者、ボランティアを希望し

た生徒、野球部、剣道部、柔道部、卓球部員、生徒会役員も参加し、総勢約

40名で作業をしました。 

 

 

 地域・保護者の皆さま方 

  本年度１年間ありがとうございました。 

  来年度もよろしく願いいたします。   明洋中学校職員一同 

●上級生から下級生へ受け継がれていくもの 
 校舎まわりの木々の芽もふくらみはじめ、春の訪れを感じます。学校で

も６年生から５年生にリーダーのバトンが受け継がれています。先日あっ

た節分集会やお誕生日集会でも、児童会役員や縦割り班のリーダーが大活

躍してくれ、みんなが楽しい時間を過ごすことができました。 

極小規模校のよいところだと考えますが、人数が少ない分、いつかは自分

にリーダーとしての役割がまわってきます。そのときのために、上級生は

みんなのために一生懸命動き、下級生はその姿に憧れます。そうして伝統

のバトンが受け継がれていきます。今年度も残り１ヶ月となりましたが、

素敵な卒業式・修了式が迎えられるよう、みんなで頑張っていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 
 

 【フリートーク】   【誕生日集会】   【豆まき集会で鬼退治】 
 

●みんなの力で素敵な畑に！ Vol.23 

～和歌山県農業教育賞で最優秀賞（県知事賞）に輝く～ 

 今年度も「みんなの力で素敵な畑に」を合い言葉に、農業の体験や学習

を通じて、自然や生命の大切さを育む食農活動に取り組んできたので、県

の農業教育賞に応募しました。 

 書類審査（一次審査）を通過し、先日、県教育委員会・和歌山大学教授

等の審査員の方々が現地調査（二次審査）に来校されました。そして、①

育てたい作物を子どもたちが決め、新たにメロンやスイカの栽培にも挑戦

するなど、子どもたちが主体的に取り組めていること。②畑の畝づくりや

マルチ張り、棚づくり等、自分たちでできることは全て子どもたちで行っ

てきたこと。③収穫した農作物を使って「ピザ作り体験」「焼きとうもろ

こしパーティー」「メロン・スイカ祭り」「おでんパーティー」などを開

き、明るく、楽しく、元気よく取り組んでいること。④「かまどベンチ」

を製作し、豚汁の炊き出し訓練を行うなど地域と連携して取り組めている

こと。⑤子どもたちがしっかり汗を流して活動し、達成感や成就感を味わ

いぐんぐん成長してい

ること。等が素晴らし

いと評価していただき

ました。 

 結果、今年度は『最

優秀賞』に輝くことが

できました。頑張って

きた子どもたちに拍手

を送るとともに、ご協

力いただきました保護

者、地域の皆様に感謝

申し上げます。 

桜の教え 
  

 暦の上では春になり、暖かい春の日差しを心待ちにしながらも、まだ冷た

い空気に気持ちを引き締めるこの季節。学校では、今年度一年のまとめをし

ながら、来年度に向けての準備を進めています。児童会や委員会活動など、

芳養小学校のバトンが一つ一つ下の学年に渡されていきます。 

 さて、この季節になると思い出す「桜」にまつわる話があります。それ

は、中学校の国語の教科書に掲載されている大岡信さんの『言葉の力』とい

うエッセイの中で、染織家の志村ふくみさんとの話をもとに書かれたもので

す。 

 染織家の志村ふくみさんの仕事場を訪れた大岡さんは、美しい桜色に染

まった糸で織った着物を見せてもらいました。桜から染められたという美し

いピンク色が、桜の花びらを煮詰めて取り出したものだろうと思った大岡さ

ん。実際は「黒いゴツゴツした」桜の木の皮から取り出された色だと知りま

す。さらに、その美しい色が取り出せるのは、桜の花が咲く直前のころだけ

だと志村さんが教えてくれました。大岡さんは体が一瞬ゆらぐような不思議

な感じにおそわれたといいます。 

 「桜は全身で春のピンクに色づいていて、花びらはいわばそれらのピンク

が、ほんの先端だけ姿を出したものにすぎなかった。」 

 美しい花を咲かせるために、木は全身で色を作り出している。これは言葉

と同じだと思った大岡さんは、「桜の花びら一枚一枚」と、人が発する「言

葉の一語一語」と重ね合わせます。 

 春がきても冬がきても一心になすべきことをなしている桜のひたむきさに

魅了されると同時に、私たちが発する言葉には、その人の考え方や心のもち

方など、全てが反映しているのだという桜の木の無言の教えに我を振り返り

ます。 

 今年度もあと１ヶ月。この一年間の自分を振り返るとともに、新しい学年

になることを意識し、新たな

目標やなりたい自分像を創り

上げていく時でもあります。

一方、桜は今まさに「木全体

で懸命になって最上のピンク

色になろうとしている」時か

もしれません。 

 桜が木全体で花を咲かせる

準備をするように、私たちも

自分の花を咲かせるために、

一日一日を大切に過ごしてい

きたいものです。 

 

●150周年記念タイムカプセル埋設 2050開封 
 約１年間玄関に飾っていたタイムカプセルを2月7日にようやく埋設しまし

た。150周年時の在校生（2011年４月２日～2017年４月１日生まれの子ども

たち）の未来の自分にあてた手紙が入っています。 

 開封は2050年。立派な大人になった子どもたちは、親子２代で開封の日を

迎えるかもしれません。みんな幸せであってほしいと願います。 


